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1. はじめに 

 2004 年新潟県中越地震(M6.8)では群馬県でも多くの被害がもたらさ

れた｡その被害のほとんどが屋根瓦の落下および壁面の亀裂等である
)1
｡

今回はその中でも田口町と三原田団地の被害を調べるとともに､比較の

ために 1923 年関東地震(M7.9)による前橋市内の被害等を調べ､地盤と

建物被害にどのような関係があるか考察を行う｡ 

2. 被害事例と地盤の関係 

(1) 田口町 (2004 年新潟県中越地震) 

 前橋市田口町は前橋市の北側に位置し､今回の地震によって約 14 件

の被害が報告されており､被害の多くは屋根瓦の落下である
)1
｡今回調

べた建物は約30年前に建てられ､図-1と図-2に示すように､建物西側が

盛土で東側が地山である｡被害としては西側の屋根瓦が落下し､屋根が

少し沈下したような感じも見られた｡また､盛土と切土の境界部で建物

の基礎に亀裂が生じ､建物東側で基礎と地盤の間に隙間が生じていた｡

それらは地盤条件の変化点で生じた不同沈下や不同水平変位が原因と

考えられる｡ 

(2) 三原田団地 (2004 年新潟県中越地震) 

赤城村三原田団地は赤城村西部の赤城山山麓の丘陵地に位置してお

り､昭和 50 年ごろに造成されはじめ､団地全体で約 300 棟の建物が立地

している｡今回の新潟県中越地震では震源からの距離が

約100kmと遠いにもかかわらず､団地全体の約3割の建物

で､棟瓦の落下や壁面の亀裂による被害が発生した｡その

被害は図-3に示すように北側､西側および南側に集中し､

中央部および東側ではほとんど発生していない｡団地の

北側の端および西側の端は崖地形になっている｡図-3 の

造成前の旧地形図
)3
と現在の地形図

)4
の地盤面の標高の

等高線をみると､被害のあった場所で中央部よりも等高

線が比較的密な状態であり､また現在の地形図でも傾斜

が中央部に比べて勾配が少し急である｡これらのことか

ら､造成前には傾斜のゆるやかな中央部にくらべて傾斜

のきつい場所である北側や西側および南側の盛土された

場所で､地震の際に地盤の不同変位(沈下､水平変位)など

で瓦の落下や､壁面の亀裂などの被害が集中したのでは

ないかと考えられる｡ 

図-1 被害状況と地形の関係(文献 2)に

図-2 被害状況と地盤の関係図 
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図-3 三原田団地の地旧地形図と現地形図の重ね  
合わせ比較(文献 3),4)を集成して追加) 
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(3) 紅雲町菓子店煙突崩壊 (1923 年関東地震) 

 1923年の関東地震では､前橋市で震度4を記録した｡市内では唯一､紅

雲町の菓子店の煙突が崩壊するという被害が報告されている
)6),5
｡図-4

に示すように､その被害があったと思われる場所は､現在は道路の拡張

によって道路および空き地になっている｡道路は B地点から D地点が約

12/1000､C地点からD地点が約11/1000で比較的急勾配で傾斜し､またA

地点からD地点が9/1000で傾斜しており､D地点は谷底のような地形に

なっていることがわかる｡菓子店があったと思われる空き地も D地点に

向かって傾斜しており､菓子店は比較的急な勾配の傾斜地盤上の盛土に

立地されていたと考えられ､関東地震によって平坦ではなく比較的急勾

配の地盤上の盛土に不等沈下や不同水平変位などが発生して､煙突が倒

れたのではないかと考えられる｡ 

3. 類似の被害例と地盤の関係 

(1) 玄界島の被害 (2005 年福岡県西方沖地震) 

 上記の田口町の被害と類似した例として､2005 年に発生した福岡県西方沖地

震による玄界島の被害がある
)7
｡玄界島では南側が緩斜面で北側が急斜面にな

っており､緩斜面側に建物が集中している
)7
｡ここでは図-5(a)に示すように､土

留壁があり盛土が崩れていない場合には斜面下方向に建物が倒れたり傾いたり

しているが､同図(b)に示すように土留壁がなく盛土が崩れている場合には土留

壁がある場合と反対方向に建物が崩れている例が多く見られる｡これらの被害

は図-5 に示すように盛土等が変形､即ち盛土等の不同沈下や不同水平変位を起

こして生じたことが考えられる｡ 

(2) 高町団地と鶴ヶ丘団地 (2004 年新潟県中越地震)
9) , )8
 

長岡市の高町団地では団地外周部の盛土地盤や盛土切土地盤の境界上でｸﾗｯｸ

や斜面の崩壊などが発生した
9) , )8
｡また､鶴ヶ丘団地では盛土が地震によって北

側の池に向かって大移動し､盛土切土地盤の境界上の建物に被害が生じた
9) , )8
｡

これらは､盛土地盤の厚くなる方向への移動や沈みこみなどによって生じたものと考えられる｡ 

4. まとめ 

以上の 6 つの被害事例のようにどの被害場所も傾斜地盤上の盛土や､盛土切土地盤の境界上に立地している建物

に被害が多く発生しているが､切土(地山)地盤や平坦な地盤上では被害が極めて少ないことがわかった｡これらのこ

とから､どの地震被害も地盤条件の不連続点で発生した地盤の不同変位(沈下､水平変位)などで生じたことが推定さ

れる｡したがって､建物は平坦で地盤に変化点がない均一な地盤をさがして、あるいはそれを造ってその上に建てる

ことで､地震による被害を最小限に抑えることができるのではないかと考えられる｡終わりに､今回の研究でお世話

になった群馬県前橋土木事務所､前橋市役所､赤城村役場の関係者､および調査にご協力していただいた住民の方々

に厚く御礼を申し上げます｡ 
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図-4 紅雲町被害地地形(文献 2)に追加) 
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図-5 玄界島の被害 
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